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【無制限症候群】４ＢＰ 
無制限症候群という特殊な病気を患っています。 
これを取得した者は以下の特徴を得ます。 
 
・≪素体戦闘能力≫≪制限解放≫を自動取得します。 
・肉体に＋２のボーナスを得ます。但し、これにより８以上にはなりません。 
・低光度視界（光量が低い状態で視界にペナルティを受けない。完全な暗闇では無効） 
・鋭敏嗅覚（ＣＬ）を得ます ※ 
・高い治癒力を持ち、１時間毎に負傷点が１回復します。 
 睡眠を取るなどして安静にしていた場合、１時間毎に負傷点が２回復します。 
・移動距離が移動で＋５ｍ、全力移動で＋１０ｍされます。 
・レベルごとに取得できるフィートポイントがＣＬ点減少します。 
・技能ポイントが取得できません。 
 
※詳細は基本ルルブのモンスターの特殊能力・特殊行動データ参照 
 主に嗅覚を用いた判定にボーナスを得ます。 
 
＜無制限症候群について＞ 
無制限症候群（アンリミテッドシンドローム）とは原因不明の病です。 
主な症状としては、突如狂暴化し、本来ある筈の身体的制限が外れるというものです。 
発症から時間の経過で狂暴化が抑えられてきますが、 
大抵の場合それまでに属していたコミュニティーから追い出されることが多いです。 
但し、これには個人差があり、最初期から狂暴化を制御できるものも存在します。 
また、発症してから時間が経つごとに身体そのものも人外じみた強靭なものへと変貌していきます。 
顕著なものとして、瞬発力や筋力の増加、爪や歯、表皮の頑強性の上昇などがあります。 
他に、何かしら特殊な身体的特徴を持つものはそれが顕著になるという特性があります。 
例えば、エルフや、ドワーフなら通常以上に耳が長かったり、髭が濃くなったり、 
取り替え子の特徴が大きくなったり、そのほか人外的特徴があればそれが顕著になったりします。 
実はそもそも病気であることが全く認知されておらず、なぜ発症するのかも分かっていません。 
分かっているのは、これは人づてに感染するようなものではなく、患者の命にも別状がないということです。 
 
 
クラスデータ 
 
 
無制限者（アンリミッター） 
 
無制限症候群をある程度制御出来るようになった者達のクラスです。 
その限界を超えた身体能力により非常に高い戦闘能力を発揮します。 
 
クラス名：無制限者 
ＨＰ係数：７ 
戦闘修正：ＣＬ－２ 
ＳＴ修正／頑健：ＣＬ＋１ 
     直感：ＣＬ 
     意思：ＣＬ 
近接武器制限：冒険 
射撃武器制限：冒険 
鎧制限：中装 
クラス技能：特殊 
取得可能フィート系統：無制限者 
特殊：クラス技能を自由に３つ選択できる。 
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ボーナス設定【無制限症候群】を取得している必要がある。 
 
 
無制限者用フィート 
 
 
≪素体戦闘能力≫ 
必要ＦＰ   自動取得,3,6,9 
コスト    なし 
タイミング  常時 
制限     ボーナス設定【無制限症候群】取得済み 
効果 
装備を用いずに高い戦闘能力を発揮することが出来るようになります。 
素手攻撃で負傷ダメージを与えることが可能になり、 
爪や牙などで斬攻撃も出来るようになります。 
そして素手のダメージが以下のように変化します。 
斬／３ｄ、叩／３ｄ－３ 
但し、装備が重装の場合、素手の命中に－２のペナルティを受けます。 
軽装、中装の場合はペナルティを受けません。 
逆に軽装鎧すら来ていない場合は命中が＋１されます。 
≪熊の手≫の効果とは重複しません。 
レベルアップ効果 
素手のダメージがさらに上昇します。 
２レベルで斬／３ｄ+２、叩／３ｄ－１ 
３レベルで斬／３ｄ+４、叩／３ｄ＋１ 
４レベルで斬／３ｄ+６、叩／３ｄ＋３ 
 
≪制限解放≫ 
必要ＦＰ   自動取得,5 
コスト    なし 
タイミング  常時 
制限     ボーナス設定【無制限症候群】取得済み、その他制限あり 
効果 
無制限症候群の症状を発現させて身体能力を飛躍的に上昇します。 
０アクションで使用を宣言することで「無制限状態」になります。 
戦闘前に宣言可能です。また何かしらの精神効果を受けた際にも使用することが可能です。 
「無制限状態」の効果は魔術[狂戦士化]とほぼ同じです。 
但し、意思ＳＴ以外のボーナスは肉体ボーナスになり、近接攻撃を行うたびに３点の疲労を受けます。 
加えて、装備が軽装の場合、近接・射撃回避に－１、中装なら－２、 
重装の場合は近接・射撃回避に－３のペナルティが掛かり、近接・射撃命中にも－１のペナルティを受けま
す。 
この状態は「呼吸を整える」を行うことで解除することが出来ます。 
また、非緊張状態で５分ほど経過すれば無条件で解除可能です。 
しかし、クラスが無制限者でない者がこのフィートを宣言した場合、フィートを宣言したタイミングで 
ＣＬ＋１１を目標値に、強化されていない元の値で意思ＳＴを行い成功しなければ正常な判断を失います。 
正常な判断を失っている状態では、近接の攻撃行動以外を行えなくなります。 
具体的には、射撃攻撃や、道具の使用、魔法、呼吸を整える、その他防御系の行動を行えなくなります。 
また、攻撃対象もランダムに選ばれるようになり、最も近い対象を優先的に攻撃するようになります。 
これは敵が全滅するか、自身が疲労により気絶するまで続きます。 
レベルアップ効果 
効果が魔術[英雄心]とほぼ同じになります。 
同様に、意思ＳＴ以外のボーナスは肉体ボーナスになり、 
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その他ペナルティも同じように受けます。 
 
≪解放制御≫ 
必要ＦＰ   4 
コスト    なし 
タイミング  常時 
制限     ボーナス設定【無制限症候群】取得済み 
効果 
「無制限状態」の興奮状態を制御します。 
これにより極度に戦闘を優先するということが無くなります。 
また、クラスが無制限者でなくても通常状態への復帰に意思ＳＴをする必要が無くなります。 
 
≪連続攻撃≫ 
必要ＦＰ   4,8 
コスト    疲労２ 
タイミング  常時 
制限     ボーナス設定【無制限症候群】取得済み、素手攻撃のみ 
素手で連続２回攻撃を行うことが出来ます。 
１回目の攻撃後に使用を宣言し、２点疲労することによって２回目の攻撃を行えます。 
また、エンゲージ状態であればそれぞれ別の対象に攻撃を行うことが出来ます。 
これは≪連打≫と同時に使用することは出来ません。 
レベルアップ効果 
２回目の攻撃後に使用を宣言し、更に２点疲労することによって３回目の攻撃を行えます。 


